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序

青森県教育委員会 は、平成 ５年度 に津軽中部地

区広域営農団地農道整備事業に伴 い、建設予定地

内に所在する弘前市森田（４）・（５）遺跡の記録保存 を

図るため、発掘調査 を実施 しました。

今 回の調査 により、縄文時代 の遺物や黒曜石 を

伴 う遺構等 が発見 され ました。

本報告書 は、 この発掘調査 の成果 をまとめた も

のであ り、い ささかで も今後 の文化財の保護お よ

び活用 に資す るところがあれば幸 いに存 じます。

最後 にな りましたが、調査の実施 と報告書の作

成 にあた り関係各位 か ら御協力、御指導賜 りまし

た ことに対 して、心 か ら感謝の意 を表 します。

平成 ７年 ３月

青森県教育委員会

教育長 佐々木 透





例言

１ 本報告書は、平成 ５年度に津軽 中部地区広域営農団地農道整備事業に伴い実施 した弘前市

森田（４）・（５）遺跡の発掘調査報告書である。

２ 本遺跡は、平成 ４年 ３月に青森県教育委員会が編集発行 した 『青森県遺跡地図』 に遺跡番

号０２１７７・０２１７８として登録 されている。

３ 執筆者の氏名は、依頼原稿については文頭に記載 し、その他は文末に記 してある。

４ 挿図の縮尺は、図ごとに示 した。なお、遺物写真の縮尺は不統一である。

５ 各遺構の規模 については、それぞれ最大値を計測 した。

６ 資料の分析、鑑定については、次の方々に依頼 した （順不同、敬称略）。

遺跡周辺の地形 と地質 青森県立板柳高等学校教諭 山口 義伸

石器の石質鑑定 青森県埋蔵文化財調査センター主査 伊藤 昭雄

７ 本書に掲載 した地形図 （遺跡の位置、周辺の遺跡）は、建設省国土地理院発行の ２万 ５千

分の １、 ５万分の １の地形図を複写 したものである。

８ 遺構内外の堆積土の注記は、『新版標準土色帖』 （小山正忠、竹原秀雄 １９９０） を用いた。

９ 出土遺物、実測図、写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調査センターで保管 している。

１０ 発掘調査および本書の作成 にあたり、次の方々から御教授 ・御指導をいただいた。（順不同、

敬称略）。

小杉 康、阿部 朝衛、服部 隆博、伊藤由美子
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第Ⅰ章 調査に至る経過 と調査要項

第 １節 調査に至る経過

昭和５７年、青森県農林部 は弘前市から西津軽郡鯵 ヶ沢町に至 る津軽中部地区広域営農団地農

道を建設する計画を明 らかにした。これを受けて、県教育委員会では計画路線に係る埋蔵文化

財包蔵地の分布調査 を実施 した。その結果、弘前市管内には本遺跡 を含めて独孤、荼毘館、草薙、

湯 ヶ森、十腰内、尾上山、鬼沢猿沢の ８遺跡、鯵ヶ沢町管内には ４遺跡の所在が確認 された。

これらの埋蔵文化財包蔵地の保護のために協議を重ねたが、路線 ルー トの変更は困難である

との結論 に達 した。そこで、造成工事着工前に記録保存のため発掘調査を実施することとなっ

たのである。

昭和５８，５９年度に独孤、昭和６０，６１年度に荼毘館、昭和６２，６３年度に鯵 ヶ沢町杢沢、平成元

年度に尾上山（２）・（３）、鬼沢猿沢遺跡の発掘調査が行われている。

第 ２節 調査要項

１ 調査 目的

津軽中部地区広域営農団地農道事業の実施に先立ち、当該地区に所在する森田（４）・（５）遺跡

の埋蔵文化財の発掘調査を行い、その記録保存 を図 り、地域社会の文化財の活用に資する。

２ 発掘調査期間

森田（５）遺跡 平成 ５年 ９月 １日から同年 ９月３０日まで

森田（４）遺跡 平成 ５年１０月 １日から同年１０月２９日まで

３ 遺跡名及び所在地

森田（５）遺跡 弘前市大字十面沢字森田８－ ４番地、外

森田（４）遺跡 弘前市大字十面沢字森田1７－ ７番地、外

４ 調査対象面積

森田（５）遺跡 １，０２４平方メー トル

森田（４）遺跡 １，３４８平方メー トル

－

１－



５ 調査委託者

青森県農林部

６ 調査受託者

青森県教育委員会

７ 調査担当機関

青森県埋蔵文化財調査センター

８ 調査協力機関

弘前市教育委員会、中南教育事務所

９ 調査参加者

調査指導員 村越 潔 弘前大学教授 （考古学）

調査協力員 佐藤圭一郎 弘前市教育委員会教育長

調 査 員 小山 陽造 八戸工業高等専門学校教授 （分析化学）

高島 成侑 八戸工業大学教授 （建築史）

市川 金丸 青森県立郷土館学芸課課長補佐 （考古学）

山口 義伸 青森県立板柳高等学校教諭 （地質学）

赤平 智尚 青森県立柏木農業高等学校教諭 （考古学）

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

調査第二課 課 長 三浦 圭介

主 事 笹森 一朗

主 事 斎藤 岳

調査補助員 斎藤 勝、堀内万里子、伊藤 弘子

（笹森 一朗）

－

２－
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第Ⅱ章 調査方法と調査の経過

第 １節 調査方法

グリッドの設定は、遺跡内の道路建設用中心杭Ｎｏ．７９５を基準 としてＱ－１２と称 した。この点

を基準に磁北方向に南北方向の基準線を設定 し、森田（４）遺跡 を含めた調査区全体に ４ｍ×４ｍ

のメッシュを組んだ。グリッド番号は南北ラインを南か ら北へ １か ら３９までの算用数字、東西

ラインは東から西ヘ アルファベ ットＡからＺお よび片仮名アからヒまでを付 して用い、グリッ

ドの名称は北西隅の交点を使用することとした。

測量原点は、道路建設用地脇にある工事用測量原点か らレベル移動を行い、両調査区域内に

数箇所設置 した。

調査は森田（５）遺跡では、 １グリッド毎に数地点 を掘 り下げ順次拡幅 していった。 また、遺構

の検 出されなかった調査 区際のグリッド数箇所を深掘 りし、土層の堆積状態を観察 した。森田

（４）遺跡では、排土置 き場が確保できなかったため、 １グリッド毎に数地点 を掘 り下げ、遺構を

検出 した場合は周辺 を拡げることとし、遺構が検出されなかった場合は埋め戻 しながら、掘 り

進めてい くこととした。

遺構の調査 は、確認順 に番号 を付 して精査 した後、二分法 ・四分法を用いた。遺構内出土遺

物 は必要に応 じてポイン ト、レベルを記入 した。実測は遣 り方測量を用い縮尺は２０分の １を原

則 とし、必要に応 じて１０分の １の縮尺を用いた。包含層出土遺物については、グリッド毎に層

位 を確認 しなが ら取 り上げた。写真撮影は、３５ｍｍのモノクローム、カラーリバーサルの ２種類

のフィルムを使用 して、作業の進展にともない必要に応 じて行 った。

第２節 調査の経過

平成 ５年 ７月１５日、発掘調査関係機関の担当者、調査指導員、調査員等の出席のもとに発掘

調査の事前打合せ会議を開催 した。

湯舟（１）・（２）遺跡の調査終了を受けて、 ９月 １日、森田（５）遺跡調査区内の環境整備 を行 うと共

にグリッド設定 を行い、設定区域か ら順次掘 り下げを開始 した。また、排土置 き場 として利用

する水田数箇所に深掘用のグリッドを設定 して遺構の有無、土層の堆積状態を観察 した。

Ⅰ層 （耕作土）からは近世陶磁器片が少量出土 している。調査 区中央部はかなり削平を受け

ており遺物包含層の堆積は認められなかったが、それ以外の区域ではしっか りした包含層の堆

積が認められた。 しか し、遺物の出土量は比較的少 なく、道路幅 という限られた区域 とい うこ

－４－



ともあ り、遺構の検出数も土坑 ６基、掘立柱建物跡 １棟 にとどまった。

９月３０日、遺構の精査終了後、地形コンタ測量を行い調査の全 日程を終了 し、ひきつづき、

森田（４）遺跡の調査 を１０月 １日より開始することとした。

１０月 １日、調査区内の環境整備を行 うと共にグリッド設定を行い、設定区域から順次掘 り下

げを開始 した。

I層 （耕作土）からの遺物の出土量 も少なく、調査区東側 は平坦ではあったが、かなり削平

を受けてお り、包含層や検出された遺構 も遺存状態はあまりよくなかった。調査区西側は緩斜

面となっていたが、包含層は比較的厚い堆積が認められた。 しか し、遺物の出土量、遺構 の検

出数ともに比較的少なかった。

１０月２９日、遺構の精査終了後、調査区全体の埋め戻 しを完了 し、調査の全 日程を終了 した。

（笹森 一朗）

－ ５－
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第Ⅲ章 遺跡の環境

第 １節 遺跡周辺の地形 と地質

青森県立板柳高等学校教諭 山 口 義 伸

森田（４）及び同（５）遺跡は岩木山北東麓の十面沢付近に位置する。

十面沢付近にみ られる主な水系 としては南方の大石川 と北方の長前川であって、いずれ も岩

木山の放射河川である。大石川 はその最上流部分が赤倉沢であって、谷頭付近 （標高１３００～

１４００ｍ）に展開する爆裂火口跡に源を発 している。 また、裾野には標高４００～５００ｍを扇頂部 と

する新期の山麓扇状地が展開 し、その勾配は約１００／１０００とかな り急である。長前川は山頂北

側 に位置する扇ノ金 目山に源を発 し、ほぼ北流 して下流に築造された小戸六溜池に注いでいる。

長前川は西方の大鳴沢流域に展開する山麓扇状地 と赤倉沢の扇状地 との接合付近を流下 してい

る。この他、山麓扇状地内を流れる多 くの浸食谷があって、津軽平野縁辺部に築造 された小戸

六溜池 ・廻堰大溜池 ・砂沢溜池などへ注いでいる。

岩木山北東麓の十面沢及び十腰内付近には伝次森山、御月山など円錐形 をなす小丘群が 点在

している。いずれ も比高９０ｍ以下、直径５００ｍ以下の小丘であって、十面沢円頂丘群 と呼ばれ

ている。 この円頂丘群 は輝石安山岩質の火砕岩及 び溶岩か らな り、「十腰内石」 として採石さ

れている。現岩木火山の噴火活動前の、いわば古岩木火山の一連の活動 と考 えられる （鈴木，

１９７２）。ただ、これらの小丘群については赤倉沢か ら流出した泥流堆積物 によって形成 された

泥流丘群 とする見解 もある （一色 ・大沢，１９６７）。

また、岩木山南麓か ら東麓にかけては杉沢森 （１４８．５ｍ） ・高長根山 （１７２．Ｏｍ） ・黄金山

（１６８．３ｍ）などを連ねた弧状の丘陵地が展開 している。この弧状の丘陵地は火山体側の相対

的な沈下によって形成 されたものであ り、丘陵地の火山体側には断層崖が認められる （鈴木，

１９７２）。ただ、十面沢及び十腰内付近には段丘崖で接す るような丘陵地は認められない。むしろ、

十面沢円頂丘群 とその周辺を被覆する形で分布する開析された山麓扇状地が展開している。岩

木山北東麓においては少なくとも新旧 ２つの山麓扇状地面を確認することがで きた。上述の よ

うに、新期山麓扇状地は古期のものより上流側に位置 し、勾配が大 きく面の開析度が小さい。

裾野の標高１００～１５０ｍまで典型的に分布 している。それ以下の高度にあっては、大石川など浸

食谷の流域内に帯状に分布 している。これに対 して、古期火山扇状地はその上流端が新期のも

のに被覆されているためにほぼ連続 して下流側 に位置 し、標高２００ｍ以下の分布が主である。

新期山麓扇状地内に小丘状に点在 した り湯舟川― 鳴沢川間のように河間丘陵の分布を示 したり

－

７－
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など、扇状地面の側方浸食が著 しく開析度が きわめて大 きい。面の勾配は新期のものよりかな

り小さいものと思われる。

ところで、図 １の等高線図によると、標高４００～５００ｍを扇頂部 とする扇状地にあっては標高

１６０ｍ程までは等高線がほぼ等間隔で分布 している。扇状地の東方 においては標高１６０～４０ｍま

での等高線が大 きく入 り組み、また比高９０ｍ以下の円錐形の等高線の発達が十腰内及び十面沢

を中心 として認め られる。津軽平野寄 りの標高４０ｍ以下の等高線は緩 く平坦な地形がうかがわ

れる。一部、比高１０ｍ程の小丘地が末端に認め られる。

図 ２は、遺跡周辺の地形分類 を示 したものである。これによると、遺跡周辺は十面沢円頂丘

群が点在 していて、これを被覆するように古期 山麓扇状地が発達 している。ち ょうど、古期山

麓扇状地を構成する堆積物か ら十面沢円頂丘群が多島海のように顔 を出している感 じである。

この丘陵地をなす古期山麓扇状地は、本遺跡の北西方に立地する湯舟遺跡付近の丘陵地 （標高

８８．Ｏｍ）及び長平北方の和開 （標高１９０ｍ）などにおいて確認 したところによると、亜角礫～

亜円礫 （安山岩質）を包含する厚さ１０ｍ以上の凝灰質砂礫及び凝灰質粘土等の堆積物で構成さ

れ、その扇状地性堆積物が赤褐色ローム （厚 さ２～ ３ｍ）から成る中部火山灰層に被覆 されて

いる。なお、古期山麓扇状地周縁には中位段丘に相当する山田野段丘が発達 し、同 じく中部火

山灰層が段丘面を被覆 している。山田野段丘の末端部には比高１０ｍ程、直径３００ｍ未満の古期

山麓扇状地か らなる小丘地が点在 している。一方、新期山麓扇状地は上部火山灰層 （後述の基

本層序Ⅳ層）に覆われ、Ⅳ層直下には暗色帯が付随 している。この扇状地の構成物としては本

遺跡及び大平野（５）遺跡などで確認 したところ、暗色帯直下にレンズ状の砂礫層 を含 む黄灰色な

い し青灰色粘土等が認め られる。大石川流域には小規模ながら火砕流堆積物からなる台地が認

められる。この地形は平野縁辺部に断片的に分布するものであって、弘前市街地にも見られる。

火砕物中の炭化 した樹幹の年代測定では３７，０００年以上の数値が得 られている （山口，１９９３）。

本遺跡は十面沢集落の北方約５００ｍにあって、小丘状 に点在する古期山麓扇状地面上 （標高８０

～８５ｍ）に立地 している。西方には十面沢円頂丘群の一つ と思われる比高約４０ｍの円錐状の小

丘が位置 している。なお、本遺跡の東西両端には廻堰大溜池に注 ぐ支谷が流れていて、その流

域の古期山麓扇状地を浸食 した傾斜地には新期の山麓扇状地が帯状に分布 している。

次 に、調査 区域内の基本層序について記述する （図 ３）。なお、森 田（５）遺跡南端の谷地形の

層序 をみると、レンズ状の礫層を含む黄灰色粘土を主体 とする現在の氾濫による堆積物が認め

られる。

Ⅰ層 黒褐色土 （１０ＹＲ２／３） 厚さ１０～２０ｃｍ。耕作土である。粘性 ・湿性がない。かたさは

多少見 られるが締 まりがな く脆い。耕作土であるため下位層 とはシャープな面で接 し

ている。なお、森田（５）遺跡調査区域南端の斜面低地 （Ｃ～Ｄライン） においては本層
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下位に暗褐色ない し黄褐色ローム質の砂質粘土が レンズ状に堆積 していて、間層 とし

て取 り扱 った。 この間層中には下位層の浮石粒 （Ⅳ層相当、径 ２～ ５ｍｍ大）、ローム

ブロ ック （径 ２～３０ｍｍ大）及び円礫 （径３０ｍｍ以下）が含まれ、特 にロームブ ロックが

多量に混入する所では黄褐色を呈 している。全体的には淘汰不良であって、増水等に

よる水成堆積物 と考えられる。

Ⅱ層 黒褐色腐植質土 （１０ＹＲ２／２） 平地での厚さは平均１０～２０ｃｍであるが、斜面低地では２０

～３０ｃｍと厚 くなっている。粘性 ・湿性がある。かたさ及び締 まりがやや認め られる。

本層は森田（５）遺跡調査区域の斜面低地 （Ｈライン以東）において ２層に細分され、下

部のⅡ ｂ層は湿性が強 くやや粘土質 となっている。

Ⅲ層 暗褐色土 （１０ＹＲ３／３） 厚 さ１０～２０ｃｍ。漸移層である。本層は下位層の混入状況によっ

て細分で きる。上部のⅢ ａ層はかたさ及び締まりがあって、約１０ｃｍと平均的な厚 さを

もつ。全体的に色調が暗 く黒褐色を呈 し、浮石粒 （Ⅳ層）の混入が 目立つ。下部のⅢ

ｂ層 は下位層のブロ ック状の混入が 目立ち色調が明るい。Ⅲ ｂ層はブロ ック状の堆積

が多 く、このためⅣ層 との境界面は凹凸のある面で接 している。

Ⅳ層 明黄褐色 ラピリ質浮石 （１０ＹＲ６／８） 平均的な厚 さは１０～２０ｃｍであるが、森田（４）遺跡

調査区域中央部クラインでは６０～８０ｃｍの厚さを確認 している。非常に緻密堅固で、乾

くとクラックの発達が見 られる。本層 は上部火山灰層に相当 し、直下には暗色帯 を伴

い下位の火山灰層 との境界面 となっている。 ところで、クラインでは本層が ３層 に細

分 された。上部のⅣ ａ層はかたさ及び締 まりに欠けソフ トな感 じであって、中部のⅣ

ｂ層の風成再堆積相 と思われる。中部のⅣ ｂ層 は一時的な堆積物 と思われ、緻密堅固

で黄白色浮石 （径 ２～１０ｍｍ）の混入が 目立つ。下部のⅣ ｃ層 は黄灰色粘土質浮石層で、

厚 さ２～ ３ｍｍの酸化帯を ２～ ３枚有 し水成堆積相を示 している。この分層は本層降下

時の水の影響によるものと思われる。

Ⅴ層 黄褐色 ローム （１０ＹＲ５／６） 厚 さ1０～４０ｃｍ。上部火山灰層直下は暗色帯であ り、上位

層との間には時間間隙が認められる。本層 は２層に細分され、上部のＶ ａ層は平均１０ｃｍ

の厚 さをもつ クラックの発達 した暗色帯である。下部のＶｂ層は局部的な堆積物 で

あって、マ ンガン粒 を多量 に混入する粘土質な火山灰層である。なお、Ｖｂ層以下は

基本的には赤褐色 を呈する粘土質火山灰層であって、中部火山灰層に相当す る。

Ⅵ層 黄褐色 ローム （１０ＹＲ５／８） 厚 さ２０～６０ｃｍ。粘土質なハー ドロームである。

Ⅶ層 明黄褐色ローム （１０ＹＲ６／６） 厚 さ０～２０ｃｍ。緻密堅固で粘土質なロームである。暗

色帯の様相を呈 し、クラ ックが認められる。

Ⅷ層 褐色 ローム （１０ＹＲ４／４） 厚 さ２０ｃｍ以上。やや赤みを帯びていて、緻密堅固な粘土質
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なロームである。本遺跡東方の小丘地ではⅧ 層下位に亜角礫～亜円礫の安山岩礫を有

する粘土質なローム層が堆積し、古期山麓扇状地を構成する堆積物の一部と思われる。
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岩木山の変位　地理学評論45号

杢沢遺跡　県埋文報第130号
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第 ２節 周辺の遺跡

本遺跡 は岩木山の裾野に拡がる丘陵地に位置 している。周辺には昭和３３年から４年間に渡っ

て実施 された岩木山古代遺跡緊急発掘調査で調査 された遺跡 も数多 く所在する。

大森勝山遺跡は、縄文時代晩期初頭の大型住居跡、環状列石が検出された。遺物は、縄文時

代前期末～晩期の土器 ・土製品、石器、石製品などが出土 している。

手白森遺跡は、縄文時代前期の遺物散布地である。

尾上山遺跡は、１３基の ピットが検 出されてお り、うち全面に敷石がなされたもの １基、焼け

た屋根材 と思われる木材が出土 したピットが １基である。縄文時代晩期の土器が出土 している。

鬼沢猿沢遺跡は、縄文時代の竪穴住居跡、土坑、焼土などが検出された。中心 となるのは後

期末葉 と考えられる。遺物は後 ・晩期の土器 ・石器が出土 している。

常夜森遺跡 は縄文時代晩期の遺物散布地である。

猿沢（１）遺跡は、縄文時代前 ・後 ・晩期の遺物散布地である。

猿沢（２）遺跡は、縄文時代後 ・晩期、平安時代の遺物散布地である。

十腰内遺跡は、東北北部の縄文時代後期十腰内式土器の標識遺跡。１０～１４ｍ規模の列石が検

出されている。猪形土製品の他、土器 ・石器など多数出土 している。

甕子山遺跡は、縄文時代晩期の遺物散布地である。

清水森遺跡は、縄文時代の遺物散布地である。

砂沢遺跡は、弥生時代前期の水田跡 ６枚 と水路が検出されている。水田跡は不整長方形状 に

区画 されている。土器 ・石器 ・石製品 ・土製品などが出土 している。

（田澤賢治 ）
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第Ⅳ 章 森田（４）遺跡

第 １節 検出遺構と出土遺物

調査区東側が耕作等でかな り削平 を受けていたこともあ り、遺構は土坑が ３基検出されたに

す ぎなかった。

１ 土 坑

第 １号土坑 （第 ６図 ・図版 １）

［位 置］ タ―３１・３２グリッドに位置する。

［平面形 ・規模］平面形は円形 を呈す る。長軸１００ｃｍ、短軸８１ｃｍ、深さ ４ｃｍを計測するが上部 は

かなり削平 を受けてお り、全容 を窺 うことはで きない。

［壁 ・底 面］壁 は底面からやや急に立ち上がる。底面は平坦である。

［堆 積 土］堆積土は ２層に分層 される。

［出 土 遺 物］底面か ら少量の炭化物が検出されている。

第 ２号土坑 （第 ６図 ・図版 １）

［位 置］ ネ―３４グリッドに位置する。

［平面形 ・規模］平面形は長円形を呈する。長軸１６８ｃｍ、短軸８０ｃｍ、深 さ１５ｃｍを計測する。

［壁 ・底 面］壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は凹凸している。

［堆 積 土］堆積土は ２層に分層 される。

［出 土 遺 物］遺物 は出土 していない。

第 ３号土坑 （第 ６図 ・図版 １）

［位 置］ コ―２４グリッドに位置する。

［平面形 ・規模］一部調査 区域外にかかるが平面形は円形 を呈するものと思われる。推定長軸

１０２ｃｍ、深 さ２６ｃｍを計測する。

［壁 ・底 面］壁 は底面か らやや急に立ち上がる。底面 は平坦であるが、中段にテラスを有

する。

［堆 積 土］堆積土は３層に分層される。自然堆積の様相 を呈する。

［出 土 遺 物］遺物は出土 していない。

（笹森 一朗）
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第２節 遺構外出土遺物

 遺構外からの遺物の出土は、段ボール箱にして１箱にすぎなかった。調査区北側の包含層中

からの出土がほとんどで、縄文時代中・後期の土器片、石器が出土している。

１ 土 器（第７図・図版２）

 １は胴部片。粘度紐の貼付けによる隆起線文が施文される。２～７は同一個体で全て胴部片。

沈線区画による磨消縄文帯を形成する。８も胴部片。地文無文に横位の沈線を施文する。

                                   （笹森 一朗）
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２ 石 器（第８図・図版４）

 石器はすべて遺構外からの出土であり、石匙２点、磨製石斧の破片が１点の計３点である。

剥片等他の石器は全く出土していない。

                                   （斎藤  岳）



第Ｖ章 森田（５）遺跡

第 １節 検出遺構と出土遺物

今回の調査では、土坑 ６基、掘立柱建物跡 １棟が検出された。

１ 土 坑

第 １号土坑 （第９ ・１０図 ・図版 １）

［位 置］I－ ８グリッドに位置する。

［平面形・規模］楕円形である。開口部で長軸１４２ｃｍ、短軸１２０ｃｍ、深 さ３２ｃｍを計測する。

［壁 ・底 面］底面は平坦である。壁 は底面からやや急に立ち上がる。

［堆 積 土］暗褐色土及び褐色土 を主体 とする。ローム粒がまだらに入 り、人為的な堆積 と

みられる。覆土全体に炭化物粒子や焼土粒子 を含んでいる。

［出 土 遺 物］黒曜石製の剥片 ・石核が２２点出土 し、１０点 を図示 した。焼けているものは１６点

であ り、特に ４の焼け方 は著 しい。

両極剥離痕の残 るものは１０点、リングか らみて両極打法の可能性のあるものは

５点である。他に、炭化果皮 （オニグルミ）が １点 （０．３ｇ）出土 している。

（斎藤 岳）

第 ２号土坑 （第１１図 ・図版 １）

［位 置］ Ｊ－６グリッドに位置する。

［平面形 ・規模］平面形は楕円形 を呈する。長軸１７４ｃｍ、短軸６０ｃｍ、深さ３０ｃｍを計測する。

［壁 ・底 面］底面は多少凹凸している。壁 は底面から緩やかに立ち上がる。

［堆 積 土］堆積土は ３層に分層 される。自然堆積の様相 を呈する。

［出 土 遺 物］遺物は出土 していない。

第 ３号土坑 （第１１図 ・図版 ２）

［位 置］ Ｊ－６ ・７グリッドに位置する。本土坑は第 ６号土坑 と切 り合い関係 にあ り、

新旧関係 は本土坑の方が旧い。

［平面形 ・規模］平面形はほぼ円形で、長径１１２ｃｍ、短径９７ｃｍ、深さ８ｃｍを計測する。

［壁 ・底 面］底面は平坦で、中段 にテラスを有する。壁は底面から緩やかに立ち上がる。

［堆 積 土］堆積土は １層で自然堆積の様相 を呈する。

［出 土 遺 物］遺物は出土 していない。
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第 ４号土坑 （第１１図 ・図版 ２）

［位 置］I・ Ｊ－ ６グ リッ ドに位置 す る。

［平面形 ・規模］平 面形 は円形 を呈す る。長径 ７２ｃｍ、短径 ６５ｃｍ、深 さ２２ｃｍを計 測す る。

［壁 ・底 面］底 面 は平坦 であ る。壁 は底 面か らやや急 に立 ち上 が る。

［堆 積 土］堆積 土 は １層で あ る。

［出 土 遺 物］遺 物 は出土 して いない。

第 ５号土坑 （第１１図 ・図版 ２）

［位 置］ Ｕ－１４グ リ ッ ドに位 置す る。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不 正 円形 を呈す る。長軸２４１ｃｍ、短 軸９９ｃｍ、深 さ４９ｃｍを計 測す る。

［壁 ・底 面］底 面 は凹凸 して い る。壁 は底面か らやや急 に立 ち上が る。

［堆 積 土］堆積 土 は ４層 に分層 される。人為 的に埋 め戻 された可能性 が高い。

［出 土 遺 物］ 遺物 は出土 していない。

第 ６号土坑 （第１１図 ・図版 ２）

［位 置］ Ｊ－ ６ ・７グ リッ ドに位置 す る。本 土坑 は第 ３号 土坑 と切 り合い関係 にあ り、

新 旧 関係 は本土坑 の方が新 しい。

［平面形 ・規模］平 面形 は楕円形 を呈す る。 推定長軸 １１９ｃｍ、短軸６４ｃｍ、深 さ１４ｃｍを計測す る。

［壁 ・底 面］底 面 はほぼ平坦 で、壁 は底 面か ら緩 やか に立 ち上が る。

［堆 積 土］堆積 土 は ６層 に分層 される。

［出 土 遺 物］ 遺物 は出土 していない。

２ 掘 立柱建物跡

第 １号掘立柱 建物跡 （第１２図 ・図版 ２）

Ｒ－１４グ リ ッ ドに位 置す る。 ピ ッ トは総 数 ４個 を検 出 した。形態 は １間 × １間の坪掘 りに よ

る側柱 式の建物 跡 と考 え られ る。柱間 は南 北が２．５ｍ、東 西が１．８ｍを計 測 し、柱列平 面形 は方

形 を呈す る。ピ ッ トの規模 は直径４６～３３ｃｍを計測 し、確 認面 か らの深 さは Ｐ１が１３ｃｍ、Ｐ２が１６ｃｍ、

Ｐ３が１０ｃｍ、 Ｐ４が １５ｃｍを計測 す る。

遺構 に伴 うと思 われる遺物 は出土 してい ない。

（笹森 一朗）
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第 ２節 遺構外出土遺物

遺構外からの遺物の出土は、段ボール 箱 にして ２箱分の土器 ・石器類が出土 している。発掘

調査で出土 した土器 は縄文時代後期の土器である。

１ 土 器 （第１３図 ・図版 ３）

1、 ２は口縁部片。口唇部は平滑に仕上げ られている。 ３も口縁部片。地文無文で、縦位の

擦痕を有する。胎土 には砂粒 を多量に含む。 ４～１１は胴部片。網 目状撚糸文を施文する。 １、

２と同一個体 と思われる。１２～１６も胴部片。沈線区画による磨消 し帯を有する。１９は深めの沈

線区画を有する。２０は底部片。底面に沈線 を巡 らし高台部 を形成 している。２１は脚部片。下部

に１条の沈線を巡 らす。

（笹森 一朗）

２ 石 器 （第１４～１６図 ・図版 ４）

森田（５）遺跡では石器は石材により異なった出土状況を示 している。黒曜石製の石器 はＩ― ７

グリッドを中心に出土 しているのに対 し、その他の石材の石器 は、出土点数が少な く遺跡全体

から散漫に出土 している （石器出土グリッドでも１グリッドから １点のみ）。珪質頁岩ではス

クレイパーが ３点、剥片が ６点、石核が １点出土 し、他に緑色細粒凝灰岩の磨製石斧破片が １点、

擬灰岩の半円状偏平打製石器破片 ？が １点出土 している （うち ６点を図示）。

黒曜石製の石器は合計６６点 （うち１～２１の２１点を図示）であるが、次のような特色 を持つ。

① グリッド・層位別出土状況は、Ｉ － ５・Ⅰ層が ６点、 Ｈ－ ７・Ⅰ層が ４点、Ｉ － ７・Ⅰ層

が５１点、 Ｊ－８ ・Ⅰ層が １点、Ｋ－８ ・Ⅰ～Ⅱ層が ３点、Ｋ－ ９・Ⅲ層が １点である。

② 背面 に礫皮 を残す ものが多い。 （小 さな原礫が多かったことによるか。良好な剥片が持ち

去 られた可能性あ り）

③ 両極打法の痕跡 を残す石器が多いが、小破片等では両極打法なのか分か らない ものが多い。

④ 両極剥離痕のある石器は合計２９点である。石核なのか剥片なのか、また、工具 としてのピ

エス ・エスキーユなのか明確に区別 しがたいので両極剥離痕のある石器 として一括 した。

なお、石核 か工具かの問題を保留 したうえで、上下両端の形状 ・バルブ ・厚みの観察によ

り判断す ると、 より石核的なものが１７点 （うち、比較的四角形 に近い整 った形状で厚みのな

い ものは ５点である）、より剥片的なものが１２点 となる。

⑤ 両極剥離痕のある石器は、剥離の方向が一方向なものがほとんどである。

⑥ 両極剥離痕のある石器の他には、スクレイパー （１・２）、二次加工のある剥片 （３・４）、

－２３－
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微細な剥離痕のある剥片 （３点）、その他の剥片 （２９点）、小形の石核 （１点）がある。

１・２は、ほぼ同一形態のスクレイパーであ り、いずれ も両極剥離痕のある石器 を素材 と

していると考えられる。一方、 ３の素材は、両極打法ではない可能性が高い。

⑦ その他の剥片において、 リング等か らみて両極打法の可能性 を示す石器は１０点である。

⑧ 焼 けの認められるもの ・可能性 を示す ものは１６点 （Ｉ－７ ：１２点、Ｈ－ ７：３点、Ｉ －５

：１点）で、焼 けが認識できないものは５０点である。

⑨ 遺物取 り上げ層位のほとんどは第Ⅰ層であるが、これはＩ －７グリッド等は黒色土が薄 く、

第Ⅰ層直下はす ぐローム層への漸移層 となっていることによる。

傾斜地の上部であるため土壌が流出 して黒色土が薄い、あるいは耕作により削平 されたと

いう可能性が考 えられるが、遺物は原位置から多少移動 していると判断される。

（斎藤 岳）

－２５－
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第３節 近世～現代の陶磁器

 近世から現代にかけての陶磁器破片が54点出土している。総てⅠ層あるいはⅠ・Ⅱ層一括取

り上げである。そのほとんどが８ラインから14ラインまでのグリッドで出土している。出土状

況は散漫であり、小破片で、同一個体を持たないものが多い。二次被熱のものもある。

 製作年代は、近世のものが７点、明治以降のものが30点、時期不明のもの（瓦器や鉢の細片）

が17点である。うち６点を図示した。

 明治以降のものでは、印判染付の碗や皿、他に甕や擂鉢などがある。戦時中に製作された陶

器碗（高台内に岐47？の文字）も出土している。近世のもので紹介しなかった２点は、産地不

明の擂鉢細片と肥前Ⅳ期のコンニャク印判五弁花文の皿の底部片である。

                                   （斎藤  岳）



第Ⅵ章 小 結

第 １号土坑 と黒曜石の石器群について

I－ ７周辺及び第 １号土坑から出土 した黒曜石の石器群は、どのような意味 をもつのであろ

うか。第 １号土坑出土遺物が焼 けた石器の割合が高いことを除けば石器の形状 ・剥片剥離技法

等両者は共通 している。帰属時代については不明であ り、取 り上げも、詳細な検討を可能にす

るほど精密にはで きなかったのであるが、まず、次のような解釈が考 えられよう。

①I－ ７付近で剥片剥離 ・調整加工が行われ、主要な目的剥片やスクレイパー等が持ち去

られた。その後、第 １号土坑が造 られ、一部石器がその覆土に混入 した。

② 人為的堆積である第 １号土坑を、墓坑 とみなして黒曜石の石器 を葬送儀礼 に関 したもの

ととらえる。

剥片は、葬送儀礼の一要素 となることがある （注 １）。小形の両極石核 は砕片や小形剥

片を生産するための ものとすると、両極打法は、それに適 した技法といえよう。スクレイ

パー、微細な剥離痕のある剥片等は葬儀のなかで使用された （食事用 ・なんらかの加工用）

ものと解釈す る。

石器の激 しい焼けは、火にかかわる行為 （火葬の可能性を含め）によって生 じたと考える。

③ スクレイパー、ピエス ・エスキーユ、微細 な剥離痕のある剥片等によって何 らかの加工

が行われた。調査区内で加工に適 した道具 を作るための石器製作か ら行われ、不要な小剥

片等 を中心に現場に石器が遺棄 され、加工品及び一部石器は、調査区域外へ持ちさられた。

そのいずれについて も、以下の点において疑問が生ず る。

①については、小形の両極石核の解釈が問題 となる。大 きさからいって生産される剥片 は利

器 とはな りえない。

②については、礫皮を持つ剥片の割合が多すぎることに対する整合性のある説明が難 しい。

③については焼 けた剥片と焼けていない剥片 との関係 ・第 １号土坑 と遺構外の石器の関係 に

ついて有意味な解釈ができない。 （これは① について もあてはまる）

第 ４の解釈 を考 えるか、① ～③の解釈を補正する （単独の機能 をもった場 と考えない等）こ

とにより説明可能となるのか もしれない。

（注 １）青森県教育委員会 １９９３ 小奥戸（１）遺跡 Ｐ１３７～１３９等。また、過去の調査例からみる

と黒曜石は、玉髄とともに墓 とかかわ りの深い石材であるように思われてならない。

（斎藤 岳）

－３０－



第Ⅶ章 ま と め

森田（４）遺跡 は、調査以前 は畑地であったが、グリッドの 「エ」から 「ニ」ラインにかけては、

かな りの部分が削平を受けていることが判明 した。検出された遺構は土坑が ３基で、遺物のほ

とんどは包含層の堆積が認め られる調査区西側か ら出土 しているが、量的にはかなり少ない。

以上のことから、本遺跡 は、拠点的な遺跡ではなくハンティングキ ャンプ地的な性格 を有 した

遺跡 と考えられる。

森田（５）遺跡は、農道によって分断されているが、森田（４）遺跡 とは同一の緩斜面上に位置 し、

調査以前は林檎畑 となっていた。遺物は縄文時代後期の土器片が散漫に出土 している。 ６基検

出された土坑のなかでは、第 １号土坑が土坑墓の様相 を呈することか ら、本遺跡は墓域の一部

と考えられる。 しか し、土坑が検出された地点はかな り削平を受けてお り、遺存状態 もそれほ

どよくはなか った。

（笹森 ・斎藤）

引用 ・参考文献
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